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２
明日を拓く…地域と共にＪＡグループ栃木

に
っ
こ
り
笑
顔
で

　
　
は
い
チ
ー
ズ
！

子ども達へイチゴ「とちあいか」を提供



　
贈
呈
式
で
、同
部
会
川
上
早
春
部
会
長

は
、
令
和
８
年
産
の
品
質
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。「
夏
の
猛
暑
に
よ
り
生
育
は
や

や
遅
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
分
甘
み
が

凝
縮
さ
れ
と
て
も
美
味
し
く
仕
上
が
っ
て

い
る
」と
ア
ピ
ー
ル
ま
し
た
。イ
チ
ゴ
を
試

食
し
た
益
子
町
長
は
「
噛
む
時
に
バ
リ
っ

と
音
が
す
る
ほ
ど
瑞
々
し
く
、
甘
み
が

あ
っ
て
美
味
し
い
。
給
食
で
地
元
産
の
イ

チ
ゴ
を
食
べ
ら
れ
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
納
品
さ
れ
た
「
と
ち
あ
い
か
」５
，４
６

０
粒
は
学
校
給
食
で
、デ
ザ
ー
ト
と
し
て

１
人
２
粒
ず
つ
配
膳
さ
れ
、
16
日
に
南
那

須
特
別
支
援
学
校
、
28
日
に
那
須
烏
山

市
、
30
日
に
那
珂
川
町
の
給
食
で
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
を
食
べ
た
小
川
小

学
校
４
年
生
の
手
束
想
さ
ん
（
10
）は
「
と

て
も
甘
く
て
美
味
し
か
っ
た
。
食
感
が

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
て
い
る
の
が
面
白
い
。ま

た
食
べ
た
い
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
毎
年
、
食
育
事
業
と
Ｊ
Ａ
共

済
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
で
、
管
内
小

中
学
校
と
南
那
須
特
別
支
援
学
校
の
学

校
給
食
に
管
内
産
の
イ
チ
ゴ
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
同
Ｊ
Ａ
い
ち
ご
部

会
は
、
１
月
26
日
に
那
珂
川
町
の
益
子

純
恵
町
長
と
熊
田
則
昭
教
育
課
長
、
27

日
に
那
須
烏
山
市
の
川
俣
純
子
市
長
と

齋
藤
浩
文
教
育
課
長
を
訪
問
し
、
イ
チ

ゴ
「
と
ち
あ
い
か
」
を
２
箱
（
１
箱
４

パ
ッ
ク
）
ず
つ
提
供
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
へ
イ
チ
ゴ「
と
ち
あ
い
か
」を
提
供

Ｊ
Ａ
い
ち
ご
部
会

特 集

▲中山正樹組合長(右)と熊田則昭教育課長(右から２人目)、
川上早春部会長(左から２番目)と益子純恵町長

▲中山正樹組合長(右から２番目)と齋藤浩文教育課長(右)、
山本幸志郎副部会長(左から２番目)と川俣純子市長

▲イチゴを配膳する児童ら

▲▲イチゴを食べる児童ら
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Ｊ
Ａ
は
１
月
10
日
に
、
栃
木
県
農
業
共
済
組
合
那

須
南
支
所
で
県
塩
谷
南
那
須
農
業
振
興
事
務
所
が
開

い
た
令
和
７
年
度
産
直
活
動
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、

魅
力
あ
る
食
と
農
の
拠
点
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
研

修
を
受
け
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
を
株
式
会
社
ま
し
こ
カ
ン
パ

ニ
ー
の
高
橋
裕
也
支
配
人
が
務
め
、
運
営
し
て
い
る
道

の
駅
ま
し
こ
の
概
要
と
価
格
転
嫁
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
Ｊ
Ａ
職
員
は
「
株
式
会
社
ま
し
こ
カ
ン
パ

ニ
ー
で
は『
品
質
高
、
安
全
・
安
心
の
確
保
』の
た
め
に

会
議
を
随
時
開
い
て
お
り
、信
頼
性
が
と
て
も
高
く
非

常
に
勉
強
に
な
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
１
月
18
日
、
同
Ｊ
Ａ
本
店
で
令
和
７
年
度

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
等
税
務
申
告
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン
利
用
者
ら
22
人
が
参
加

し
、
「
確
定
申
告
の
手
順
」
や
「
住
宅
取
得
者
へ
の

支
援
制
度
」
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
今
年
で
９
回
目
の
開
催
で
す
。講
師

は
税
理
士
法
人
小
林
会
計
事
務
所
代
表
の
小
林
恒
夫

税
理
士
が
務
め
、
所
得
税
法
の
住
宅
取
得
等
に
係
る

税
額
控
除
や
登
録
免
許
税
の
軽
減
措
置
、
控
除
条
件

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
今
ま
で
確
定
申
告
の
仕
組
み
を
理
解

し
て
い
な
か
っ
た
。こ
う
い
っ
た
学
び
の
場
が
あ
る
こ
と

は
本
当
に
助
か
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
部
会
は
２
月
３
日
に
那
須
烏
山

市
内
で
、
栽
培
講
習
会
と
土
壌
診
断
結
果
説
明
会
を
開

き
ま
し
た
。ま
た
、
新
規
栽
培
者
確
保
の
た
め
作
付
け

希
望
者
と
の
情
報
交
換
会
も
行
い
、
希
望
者
の
質
問
へ

回
答
し
ま
し
た
。

　
栽
培
講
習
会
と
土
壌
診
断
結
果
説
明
会
の
講
師

は
、
塩
谷
南
那
須
農
業
振
興
事
務
所
の
吉
原
泉
主
査

が
務
め
、
定
植
時
や
交
配
時
の
注
意
点
な
ど
を
部
会

員
へ
伝
え
ま
し
た
。情
報
交
換
会
で
は
、
作
付
け
希
望

者
か
ら
部
会
員
へ
栽
培
に
関
す
る
質
問
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。部
会
員
は
、
直
接
栽
培
現
場
を
見
て
学
べ
る

と
し
て
Ｊ
Ａ
が
取
り
組
む
ほ
場
見
学
会
へ
の
参
加
を

促
す
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
も
含
め
、回
答
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
１
月
16
日
に
、
Ｊ
Ａ
都
集
荷
所
で
集
出
荷

シ
ス
テ
ム
「
ｎ
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｕ
Ｊ
Ａ
」
の
視
察
と
し
て

Ｊ
Ａ
佐
野
の
職
員
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
視
察
で
は

同
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
イ
チ
ゴ
の
集
出
荷
業
務
を

見
せ
、
Ｊ
Ａ
な
す
南
の
使
用
状
況
を
伝
え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
職
員
が
、
ど
の
よ
う
に
同
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
い
る
か
を
説
明
し
、
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
事
前
に
出

荷
量
を
把
握
で
き
る
こ
と
、
ス
ム
ー
ズ
な
集
出
荷
作
業

に
繋
が
る
こ
と
と
話
し
ま
し
た
。参
加
し
た
Ｊ
Ａ
佐
野

職
員
は
「
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
利
点
や
移
行
に
係
る
課

題
も
把
握
で
き
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。課
題
は
あ

る
が
、
導
入
し
て
い
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

Topics

安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
提
供
に
向
け
て
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

　
令
和
７
年
度
産
直
活
動
セ
ミ
ナ
ー

▲小林税理士の説明を受ける参加者ら

住
宅
ロ
ー
ン
利
用
者
へ
税
務
申
告
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

　
令
和
７
年
度
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
等
税
務
申
告
セ
ミ
ナ
ー

▲部会員の回答を聞く参加者ら

▲ＪＡ佐野職員へ説明するＪＡなす南職員

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
視
察
を
受
け
入
れ

　
J
A
佐
野
視
察
受
け
入
れ

▲講演を聞く参加者ら

新
規
就
農
者
確
保
に
向
け
て
情
報
を
交
換

　
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
部
会
栽
培
講
習
会
、
土
壌
診
断
結
果
説
明
会
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Ｊ
Ａ
は
１
月
22
日
に
、本
店
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続

計
画
）統
一
訓
練
と
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。本
店

職
員
が
参
加
し
て
、大
地
震
が
発
生
し
、２
階
給
湯
室

か
ら
火
災
が
発
生
と
の
想
定
で
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
B
C
P
と
は
、災
害
発
生
時
に
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

事
業
継
続
や
早
期
復
旧
で
き
る
た
め
の
具
体
的
な
方

法
、手
段
を
ま
と
め
た
計
画
の
こ
と
で
す
。

　
消
防
訓
練
で
は
、消
火
器
の
取
り
扱
い
方
を
学
び
ま

し
た
。消
防
署
職
員
か
ら
消
火
は
火
の
根
本
を
狙
う
な

ど
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、Ｊ
Ａ
職
員
は
火
を
模
し
た
置

物
を
狙
い
実
践
し
ま
し
た
。訓
練
後
に
は
、那
珂
川
町

消
防
署
の
職
員
か
ら
講
評
を
も
ら
い
、訓
練
へ
の
取
り

組
み
方
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
１
月
30
日
か
ら
２
月
１

日
ま
で
の
３
日
間
、東
京
都

の
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ

テ
ィ
で
第
74
回
関
東
東
海

花
の
展
覧
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。関
東
東
海
地
域
の

1
都
11
県
と
花
き
関
係
5

団
体
が
参
加
し
、球
根
切

花
の
部
で
那
須
烏
山
市
の

雫
貴
剛
さ
ん
が
銀
賞
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
部
で

那
珂
川
町
の
阿
久
津
功
さ

ん
が
銅
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
毎
年
、那
須
烏
山
市
と
連
携
し
て
学
生
応
援

ふ
る
さ
と
便
を
発
送
し
て
い
ま
す
。第
１
便
は
62
便
、

第
２
便
は
43
便
を
発
送
し
ま
し
た
。

　
同
取
り
組
み
は
那
須
烏
山
市
か
ら
依
頼
を
受
け
、

物
価
高
騰
の
支
援
と
地
元
を
懐
か
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
同
市
出
身
の
学
生
へ
農
産
物
の
詰
め
合

わ
せ
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
農
産
物
は
地
元
の
農
家

が
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た
も
の
ば
か
り
で
、
今
回
は

那
須
烏
山
市
か
ら
ミ
カ
ン
ジ
ャ
ム
の
提
供
を
受
け
、

地
元
産
の
米
、
ト
マ
ト
、
イ
チ
ゴ
、
ニ
ラ
、
シ
イ
タ

ケ
な
ど
９
品
を
心
を
込
め
て
送
り
ま
し
た
。

　
１
月
19
日
に
宇
都
宮
市

の
栃
木
県
庁
で
第
６
回
栃

木
県
な
し
グ
ラ
ン
プ
リ
表

彰
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

各
Ｊ
Ａ
か
ら
９
人
が
本
審

査
に
進
み
、
昨
年
に
現
地

審
査
と
果
実
品
質
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。
那
須
烏

山
市
興
野
の
平
塚
隆
幸
さ

ん
が
大
賞
の
農
林
水
産
大

臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

Topics

万
が
一
に
備
え
訓
練
を
実
施

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
統
一
訓
練
・
消
防
訓
練
　
　

地
元
で
採
れ
た
農
産
物
を
学
生
へ
お
届
け

　
学
生
応
援
ふ
る
さ
と
便
　

▲消火器の扱い方について説明を受ける職員ら

▲発送された学生応援ふるさと便 ▲阿久津さんの作品

▲出展された作品

▲雫さんの作品

銀
賞
・
銅
賞
を
受
賞

　
第
74
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会

農
水
大
臣
賞
を
受
賞

　
第
６
回
栃
木
県
な
し
グ
ラ
ン
プ
リ
表
彰
式
　

▲平塚さん(左)と中山正樹組合長

▲受賞した生産者ら
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6

　出芽は3日ほど。子葉が開い
た頃に間引きして1カ所3株に
(写真4)、本葉2枚の頃(写真
5)に1株に間引く。間引きの際に株がぐらつくならば、周りの土
を寄せるか新たに足す。本葉が開いてからは気温の高い時期は30
度以上にならないようにする。
　肥料は元肥のみで栽培するが、葉の色が薄いときは500倍程度
に薄めた液肥を施す。

　小型プランター(5L)へ、化成肥料(NPK
各成分8-8-8)約28gを混ぜた土を入れる。
8cm間隔で2列、深さ1.5～2cmのまき穴
を株間が5cmになるようペットボトルのふ
たなどで開ける(写真1)。収穫する根の大き
さは株間の広さによって変わるので、大きく
したい場合は株間を広くする。まき穴1カ所
に種を4～5粒まき(写真2)、土をかけ手で
押さえ、しっかり水やりする。日当たりの良
い所で栽培し、徒長を防ぐ。
　種まき直後から防虫ネットのトンネルがけ
や不織布をべたがけして害虫防除に努める。
また、晩秋から早春(10月中旬～3月上旬)
の種まきは気温が低いので、支柱をして園芸
用フィルムのトンネル(写真3)で保温して出
芽や生育を促す。

ハツカダイコン
(ラディッシュ)

１種まき

発芽適温で一斉に出芽させる。ポイント

間引きは適期に2回する。ポイント

写真©ICHIRO AWANO

２間引き

４ ５

　本葉が5～8枚、根径が2～
3cmになったら収穫する(写真
6)。収穫に適した期間は7日ほど
で、特に春や秋は3日ほどと短いので採り遅れに
気を付ける。葉柄部分を折って断面に小さな穴が
開いていると根にスが入っている※(写真7)。

３収穫

６ ７

８

１

２

３

ベランダでも育てられる

みんなのコンテナ菜園

※温暖地を基準に記事を作成しています。

パイプハウス・果樹棚導入支援事業

150万円まで助成金が受けられます！上限
〈事業内容〉
　園芸作物の新規栽培及び規模拡大等を目指す農業者に対し、栽培施設(パイプハウス・果樹棚)導入費用の
一部を助成します。

〈事業対象者〉
　園芸作物を栽培する組合員又は加入見込み者、及び組合員で構成する集落営農組織です。

〈助成内容〉
　パイプハウス・果樹棚設置に係る助成金額は、１事業対象者あたり、その設置費用の４割以内、または
150万円以内のいずれか少ない方の金額を上限とします。

　本事業の助成金の合計額は3,000万円を上限とし、助成金がなくなり次第事業終了となります。
　国及び県の補助金対象となっている場合は、自己資金部分に対して助成金額を算出します。

※設置費用４割以内

★問い合わせ先★　ＪＡなす南　営農部園芸販売課　TEL96-6170　FAX96-5996
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営農 情報

ニ　　ラ
菌床しいたけ
春　　菊
イ チ ゴ

（とちおとめ、スカイベリー、とちあいか）

ト マ ト
フキノトウ

　春菊は栄養価が高く、健康維持に役立つ野菜であり、鍋
や炒め物など様々な料理に取り入れることでその栄養を効
率よく摂取できます！とりたて野菜直売所では、香りが強
く新鮮な春菊が購入できます。ぜひお買い求めください！

「春菊」

那須烏山市初音７番地５(烏山支店構内)TEL：84-0731
【営業時間】 月～金 ８時30分～13時　土 ８時30分～12時

今月のおすすめ

とりたて野菜直売所

２・３月の
出荷カレンダー

▲収穫作業を体験する参加者ら

▲

いちご農作業体験会を実施しました！
　南那須地域新規就農者支援対策協議会は１月17日に、新規
就農者の確保や育成、定着を支援する目的でいちご農作業体験
会を開きました。関係者と参加者ら23人が参加し、ＪＡいち
ご部会員のほ場で収穫体験、ＪＡ都集荷所でパック詰め体験を
行いました。
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▲餅つきを見守る部員ら

▲

▲

麹作りをする会員

　青壮年部は1月10日に、那須烏
山市立七合小学校で開かれたもっ
ちもちフェスに参加しました。平
山貴陽部長と阿相智英副部長、小
池辰行副部長、大野博康県連委員
長が、児童の餅つきの補助を行
い、もち米や管内の農業、青壮年
部についての紹介チラシの配布も
行いました。

　大内加工所では１月21日から
28日まで米麹作りを行いました。
　１日目に米を蒸かし、冷まして
から麹菌を混ぜ、発酵させます。
２日目は麹の切り返しを行い、再
び発酵させ、３日目に完成となり
ます。会員から依頼を受けた米
185kgを米麹に仕上げました。

▲話し合いをする部員ら ▲教材を提供した小池副部長 ▲注文した品物を受け取った利用者と部員ら

　青壮年部は1月14日に、ＪＡ本店で役
員会を行いました。今回は、青壮年部の
今後の活動について話し合いました。

　青壮年部は1月28日に、南那須特別
支援学校へ学習教材の提供を行いまし
た。小池辰行副部長が学校を訪れ、管
内の農業やお米についての学習教材と
サツマイモを提供しました。

　青壮年部は1月27日と29日に、
リハビリステーション歩で農産物販
売を行いました。今回は予約注文を
したイチゴの販売を行いました。

ＪＡなす南女性会会員募集
　新しい趣味や仲間づくりをしませんか？参
加できる女性ならどなたでも加入できます。
　20代～40代の女性で構成するフレッシュ
ミズも募集中です。

【年会費】1,000円
【お問い合わせ】
　生活福祉課
　女性会担当
　(TEL 96-6176)
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　辣油味噌オイルは、味噌が入ることで旨
味と深みが増し、様々な料理にマッチする
万能調味料です！
　そのまま使うのも良いですが刻んだねぎ
を炒めたり、ひき肉を炒めて肉味噌にする
のもおすすめです！

令和８年２月19日(木)～３月18日(水)
※商品は、南部経済店舗・北部経済店舗でお買い求めいただけます。
　お問合せは、お近くの店舗または本店経済課(☎96-6175)まで。

販売
期間

今月のおすすめ商品

ストロベリーゼリー

・粉ゼラチン ………小さじ２
・水 …………………  100ml
・砂糖 ………………大さじ２

レシピ提供●赤堀料理学園校長　赤堀博美

・粉ゼラチン
……………… 大さじ２と1/2
・水 …………………大さじ５
・牛乳 ……………… 300ml
・砂糖 ………………… 100g
・卵 ………………………１個
・バニラエッセンス
……………………………少々

旬のイチゴを使った華やかデザート

特別価格：760円(税込)

直径18cmの蛇の目ゼリー型1個分

職員File.

材 料

作り方

● 金融課に配属されて２年目になります。通
常は事務処理ですが、お客さんが来た時
は笑顔で対応することを心掛けています。

　　　　　MAN WITH A MISSIONと米津
玄師が好きで、ライブに必ず行っています。最
近はMrs. GREEN APPLEの曲も聴いていて、
ケセラセラが一番お気に入りの曲です。

● 本店　金融共済部金融課　薄井 祐香

趣味は？
Q Ａ．音楽鑑賞

①イチゴは洗ってへたを取り、厚さ1cmに切る。A、Bのゼラチ
ンはそれぞれボウルに入れて、分量の水を加えふやかしてお
く。
②Aの材料でイチゴゼリーの層を作る。ゼラチンと水をボウルご
と湯煎してゼラチンを溶かし、砂糖を加えて溶かす。氷水を入
れたバットにボウルを入れて冷やし、粗熱が取れたらゼリー型
に流し入れる。液の中にイチゴを並べて冷蔵庫で固まるまで冷
やす。

うちごはん

③Bの材料で牛乳ゼリーの層を作る。牛乳と砂糖を鍋で温めて砂
糖を溶かし、ゼラチンと水を湯煎し溶かしてから加える。これ
を溶き卵の中に混ぜてガーゼでこし、バニラエッセンスを加え
てから氷水で冷やし粗熱を取る。
④②の上から③を静かに流して、冷蔵庫で1時間以上冷やし固め
る。
⑤型から出して皿に盛り付ける。好みで生クリームやミント、ラ
ズベリーなど(材料外)を添えて出来上がり。

A B

辣油味噌オイル

10



間違いは５つ！
　左下の枠内の数字で答えましょう

応募方法 ①クイズの答え　②郵便番号と住所　③氏名　④年齢　⑤電話番号 
⑥ＪＡへの意見・本誌に対する感想などを書いて、下記の宛先までご応募ください。

送 り 先 〒324-0513　那珂川町白久１０　ＪＡなす南　総務人事課広報係

締め切りは３月10日(火)の消印有効です。
●当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。●個人の情報については、賞品の発送以外には使用しません。

正解者の中から抽選で５名様にエーコープ商品が当たります♪

《１月号まちがいさがしの答え　２・５・８・９・11》

　那須烏山市立七合小学校は１月10日に父兄も
参加して、同校校庭で餅つき大会を行いました。
　児童は大きな杵を一生懸命にふるい、餅をつき
ました。
　同校１年生の東侑叶くん(７)は「杵が重くて大
変だったが楽しかった。自分でついたお餅はとて
もおいしかった
のでまたやりた
い」と笑顔を見
せました。
　また、ＪＡか
ら青壮年部のメ
ンバーが参加
し、餅の位置の
調整や合いの手
を入れ、大会を
サポートしまし
た。

おたよりコーナー

◎那珂川町松野の郡司丈夫さんの畑
で、特徴的な形をしたサツマイモが収
穫されました。
宇宙から来たような不思議な形が目を
引きます。

◎那須烏山市大沢の大森巧さんが、山
道に映える赤いミョウガの花を見つけ
ました。緑や茶色の自然の中にぽつり
と生えている様が、赤色を更に映えさ
せます。

◎久通ホンモロコ養殖組合は１１月中
旬に、休耕地を利用した養殖池でホン
モロコの水揚げを行いました。組合員
が団結して作業に取り組み、96.97
㎏を水揚げしました。 　２月になりました！寒い日が続きますが、２月

の和名は「如月」といって、寒さが緩むことから名付けられたと
言われているそうです。これから少しずつ過ごしやすい気温にな
るといいですね！さて、２月といえばバレンタインデーですが皆
さんはチョコを渡しましたか？もしくは渡されました
か？せっかくですからこの機会に日ごろの感謝の気持
ちを大切な人に伝えてみてはいかがでしょうか。

決議事項
◎ＪＡなす南女性運営参画方針の改正について

◎令和７年度決算における令和８年度主要行事日
程について
協議事項
◎令和８年度固定資産取得・処分計画について

◎収支シミュレーションおよび収支改善管理シー
トについて

◎令和８年度事業計画の策定について

◎12月末総合財務並びに総合収支について

令和８年１月29日　本店大会議室にて

理 事 会 報 告
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JAバンクローン特別金利のお知らせについて

休日年金相談会開催について

葬儀相談会について

ATM利用限度額引き下げについて

登録ヘルパー募集について

経済店舗(南部・北部)臨時休業について

ＪＡ女性大学第６期生募集について

令和８年２月19日発行
組合員訪問日は毎月19日～25日にお伺いします。 〒324-0513 栃木県那須郡那珂川町白久10  TEL0287-96-6150

URL.https://www.ja-nasuminami.or.jp№323 那須南農業協同組合

ＪＡ住宅ローン ～マイホーム計画をサポート～

※令和８年３月31日までのお申し込みで令和８年６月30日までにお借り入れの方。
※１ お借入れ金額８００万円以上の場合　※２ お借入れ金額５００万円以下の場合
※３ 最大引下金利を適用するには、ＪＡとのお取引に条件があります。
　各支店窓口において返済額の試算を行なっております。お気軽にご相談ください。

〈店頭基準変動金利：年2.65％〉
保証料別途　《基金協会保証型》

〈店頭基準固定金利：年3.65％〉
保証料別途　《基金協会保証型》

1015

1.15年 年2.151.65～ ～2.65（※１） （※２） （※１） （※２）

ＪＡマイカーローン ～快適なカーライフを応援～

※令和８年３月31日までのお申込みの方。
※１ お借入れ金額８００万円超の場合
※２ お借入れ金額５００万円以下の場合
※３ 最大引下金利を適用するには、ＪＡとのお取引に条件があります。

ＪＡネットマイカーローン
（三菱UFJニコス保証）

～今すぐ、ネットでも仮申込できます!!～
最大引下げ後金利（保証料込）最大引下げ後金利（保証料込）

～2.95 3.45
※1　 ※2　

～1.95 2.45
※1　 ※2　変動

金利
15年以内

固定
金利
10年以内

〈基準：年3.45％〉 〈基準：年4.45％〉

※令和８年３月31日までのお申し込みで令和８年９月30日までにお借り入れの方に限ります。

※当初期間以降は３年・５年・10年・変動を選択できますが、その時の店頭（標準）金利から年
1.80％引下げいたします。　※ご融資期間を超える選択期間はお選びいただけませんのでご注意
ください。　※一般の団体信用生命共済付き　※令和８年３月31日までのお申し込みで令和８年９
月30日までにお借り入れの方に限ります。

ＪＡリフォームローン
～住み慣れた我が家をリノベーション～

2.950%
10年
固定 最大引下げ後金利

2.125%
最大引下げ後金利

変動
金利

〈標準金利：年5.250％〉保証料別途
《基金協会保証型》

〈標準金利：年4.125％〉保証料別途
《基金協会保証型》

ＪＡ教育ローン ～お子様の未来のために～
※令和８年３月31日までのお
申し込みで令和８年６月
30日までにお借り入れの
方に限ります。

固定変動選択型「はじめに大きな引下げ型」

固定変動選択型「ずっと引下げ型」

選択期間

選択期間

店頭（標準）金利 当初期間以降の引下げ幅引下げ後適用金利

店頭（標準）金利 当初期間以降の引下げ幅引下げ後適用金利

当初10年

当初変動

当初５年

当初３年

年 %

%

%

年

年

4.65

年 %3.125

4.05
3.15

年 %

%

%

年

年

1.40

年 %0.875

1.20
1.00

%年1.80

%年2.25
※お客様の申し出により、ご返済の途中でも３年・５年・10年の固定金利型に切替えることができます。
※固定金利型に切替える場合、その時の店頭（標準）金利から年2.25％引下げいたします。なお、固
定金利選択期間終了後、変動金利を再選択した場合も同様です。　※一般の団体信用生命共済付
※令和８年３月31日までのお申し込みで令和８年９月30日までにお借り入れの方に限ります。

2.002.00

◆日時：令和８年3月29日(日)　９時～15時
◆場所：小川支店
◆お問合せ先：小川支店(TEL 96-2131)

◆日時：令和８年３月19日(木)　９時～正午
◆場所：ＪＡセレモニーホール(那須烏山市神長181-2)
◆お問合せ先：ＪＡセレモニーホール(TEL 84-3821)

　特殊詐欺犯罪の全国的な増加を受け、令和８年３月
14日(土)より、１日あたりのキャッシュカードによる
ＡＴＭご利用限度額が一律50万円までに変更となりま
す。詳しくは、最寄りの支店または本店金融課へお問
い合せ下さい。

◆募集職種：訪問介護員（ヘルパー）
◆お問合せ先：経済部　生活福祉課(TEL 96-6176)

　決算棚卸に伴い、令和８年２月27日(金)は南部・北
部経済店舗ともに臨時休業となります。ご迷惑をおか
けいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

　ＪＡでは管内の女性組合員が教養を高め、元気な地
域づくりと心豊かな仲間づくりを目的に女性大学「あ
じさいカレッジ」を開講しています。令和８年度も以
下の内容で受講生を募集しますので、ご応募お待ちし
ております。
◆対象者：ＪＡなす南管内にお住まいの女性の方
◆定員：20名　◆入学金：5,000円
◆募集期間：令和８年２月24日(火)～３月31日(金)まで
◆お問合せ先：総務部総務人事課(TEL 96-6150)
　詳細及び申込方法は２月22日(日)の朝刊折り込みの
「ＪＡなす南コミュニティ誌」をご覧ください。

　山火事は空気が乾燥し、強風が吹く冬から春に多く発
生しており、その原因のほとんどは火の不始末等による
ものです。
　森林は、土砂災害の防止・水源のかん養・生物多様性
の保全など、私たちの生活に深く関わる大切な機能を有
しています。しかし、一度山火事が発生するとすぐに消
火することが難しく、その大切な機能が回復するまでに
は多くの時間とコストがかかります。

一人ひとりが火の取り扱いに注意して、山火事を防ぎましょう！

１～５月は山火事に注意！

ICキャッシュカード(IC取引)　100万円→50万円
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